
1議案第49号　知事等の千葉県に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について

議
案
第
四
十
九
号

知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

知
事
等
の
千
葉
県
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る
条
例

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
三
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
若
し
く
は
委
員
会
の
委
員
若
し
く
は
委
員
又
は
職
員
（
地
方
自
治
法
第
二

百
四
十
三
条
の
二
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
賠
償
の
命
令
の
対
象
と
な
る
者
を
除
く
。
以
下
「
知
事

等
」
と
い
う
。）
の
県
に
対
す
る
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の
一
部
の
免
責
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

（
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
）

第
二
条　

県
は
、
知
事
等
の
県
に
対
す
る
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
を
、
知
事
等
が
職
務
を
行
う
に
つ
き
善

意
で
か
つ
重
大
な
過
失
が
な
い
と
き
は
、
知
事
等
が
賠
償
の
責
任
を
負
う
額
か
ら
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
知
事
等
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
控
除
し
て
得
た
額
に
つ
い
て
免
れ
さ
せ
る
も
の

と
す
る
。

一　

地
方
警
務
官
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
方
警
務
官
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
以
外
の
知
事
等　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年

政
令
第
十
六
号
）
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長
等
の
基
準

給
与
年
額
に
、
次
に
掲
げ
る
地
方
警
務
官
以
外
の
知
事
等
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る

数
を
乗
じ
て
得
た
額

イ　

知
事　

六

ロ　

副
知
事
、
教
育
委
員
会
の
教
育
長
若
し
く
は
委
員
、
公
安
委
員
会
の
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
、
監
査
委
員
又
は
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
委
員　

四

ハ　

人
事
委
員
会
の
委
員
、
労
働
委
員
会
の
委
員
、
収
用
委
員
会
の
委
員
、
内
水
面
漁
場
管
理
委
員

会
の
委
員
又
は
地
方
公
営
企
業
の
管
理
者　

二

ニ　

職
員
（
地
方
警
務
官
並
び
に
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。）　

一

二　

地
方
警
務
官　

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
七
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
地
方
警
務
官
の

基
準
給
与
年
額
に
、
次
に
掲
げ
る
地
方
警
務
官
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
数
を
乗
じ



2議案第49号　知事等の千葉県に対する損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について

て
得
た
額

イ　

千
葉
県
警
察
本
部
長　

二

ロ　

千
葉
県
警
察
本
部
長
以
外
の
地
方
警
務
官　

一

（
委
任
）

第
三
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



3議案第50号　千葉県職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
号

千
葉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
職
員
定
数
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
号
イ
中
「
七
、三
九
四
人
」
を
「
七
、七
二
四
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



4議案第51号　千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
一
号

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の

よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
一
条　

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
千
葉
県
条

例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
号
の
二
下
欄
中
「
富
里
市
」
の
下
に
「
、
匝
瑳
市
」
を
加
え
、
同
表
第
一
号
の
四
下
欄
中

「
松
戸
市
」
の
下
に
「
、
成
田
市
」
を
加
え
、
同
表
第
二
十
号
の
二
上
欄
ニ
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」

を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
一
号
上
欄
ロ
中
「
第
四
条
第
四
項
」
を
「
第
四
条
第

三
項
」
に
改
め
、
同
欄
ニ
中
「
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
」
を
「
製
造
業
者
及
び

輸
入
業
者
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
二
号
上
欄
中
「
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改

め
、
同
欄
イ
中
「
覚
せ
い
剤
製
造
業
者
」
を
「
覚
醒
剤
製
造
業
者
」
に
改
め
、
同
欄
ロ
中
「
覚
せ
い
剤

施
用
機
関
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
」
に
改
め
、
同
欄
ハ
中
「
覚
せ
い
剤
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
研
究

者
」
に
改
め
、
同
欄
チ
か
ら
ヌ
ま
で
の
規
定
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同
欄
カ
中

「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
欄
ヨ
中
「
第
三
十
条
の
十
四
」
を
「
第
三
十
条

の
十
四
第
一
項
」
に
、「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
欄
レ
中
「
覚
せ
い
剤
施

用
機
関
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
」
に
改
め
、
同
欄
中
レ
を
ツ
と
し
、
同
欄
タ
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
」

を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
欄
中
タ
を
ソ
と
し
、
ヨ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

タ　

法
第
三
十
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
で
あ
る
覚
醒
剤
原
料
の
廃
棄
の
届
出
の

受
理

レ　

法
第
三
十
条
の
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
で
あ
る
覚
醒
剤
原
料
の
譲
受
の
届
出
の

受
理

別
表
第
二
十
六
号
を
削
り
、
同
表
第
二
十
五
号
の
三
上
欄
中
「
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
改
正

法
」
と
い
う
。）
及
び
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
環
境
省
令
第

一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
省
令
」
と
い
う
。）
」
を
「
及
び
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る



5議案第51号　千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
動
物
の
愛
護
及
び

管
理
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
欄
チ
中
「
第
二

十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
ヲ
を
削
り
、
ル
を
ヲ
と
し
、
ヌ
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル　

法
第
二
十
一
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

別
表
第
二
十
五
号
の
三
上
欄
ワ
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
」
に
改

め
、
同
欄
カ
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
ヤ
か
ら
エ

ま
で
を
削
り
、
ク
を
エ
と
し
、
ラ
か
ら
オ
ま
で
を
ク
か
ら
コ
ま
で
と
し
、
同
欄
ナ
中
「
及
び
勧
告
」
を

削
り
、
同
欄
中
ナ
を
ヰ
と
し
、
ヰ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ノ　

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
命
令
及
び
勧
告

オ　

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査

別
表
第
二
十
五
号
の
三
上
欄
ネ
中
「
措
置
の
命
令
」
を
「
勧
告
」
に
改
め
、
同
欄
中
ネ
を
ウ
と
し
、

同
欄
ツ
中
「
勧
告
」
を
「
指
導
及
び
助
言
」
に
改
め
、
同
欄
中
ツ
を
ム
と
し
、
ソ
を
ラ
と
し
、
同
欄
レ

中
「
第
二
十
四
条
の
二
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
の
二
」
に
改
め
、
同
欄
中
レ
を
ナ
と
し
、
同
欄
タ
中

「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
タ
を
レ
と
し
、
レ
の
次
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ソ　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告

ツ　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
命
令

ネ　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査

別
表
第
二
十
五
号
の
三
上
欄
ヨ
中
「
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
三

条
第
四
項
（
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
欄
中
ヨ
を
タ
と
し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

ヨ　

法
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）
の
規
定
に
よ
る
公
表

別
表
第
二
十
五
号
の
三
上
欄
テ
か
ら
メ
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

テ　

旧
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可

ア　

旧
法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
条

件
の
付
加

サ　

旧
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
軽
微
な
変
更
等
に
係
る
届
出
の
受
理

キ　

旧
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
の
取
消
し

ユ　

旧
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
命
令

メ　

旧
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
徴
収
及
び
立
入
検
査



6議案第51号　千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について

別
表
中
第
二
十
五
号
の
三
を
第
二
十
六
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二�

十
六
の
二　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
（
平
成
十
八
年
環
境
省
令
第
一
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い

て
「
省
令
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲

げ
る
事
務

イ�　

省
令
第
二
条
第
五
項
（
省
令
第
四
条
第
四
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
交

付
ロ　

省
令
第
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
再
交
付

ハ�　

省
令
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
亡
失
の

届
出
の
受
理

ニ　

省
令
第
二
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
受
領

ホ�　

省
令
第
十
五
条
第
五
項
（
省
令
第
十
八
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
許
可
証

の
交
付

ヘ�　

省
令
第
十
五
条
第
六
項
（
省
令
第
十
八
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
許
可
証

の
再
交
付

ト�　

省
令
第
十
五
条
第
八
項
（
省
令
第
十
八
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
許
可
証

の
亡
失
の
届
出
の
受
理

チ�　

省
令
第
十
五
条
第
九
項
（
省
令
第
十
八
条
第
五
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
許
可
証

の
受
領

リ　

省
令
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

ヌ　

省
令
第
二
十
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理

船
橋
市
及
び
柏
市

別
表
第
三
十
五
号
の
五
上
欄
コ
中
「
第
百
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
」

に
改
め
、
同
欄
エ
中
「
第
百
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
十
三
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
表

第
六
十
号
か
ら
第
六
十
二
号
ま
で
の
規
定
下
欄
中
「
松
戸
市
」
の
下
に
「
、
成
田
市
」
を
加
え
る
。

第
二
条　

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
号
の
二
下
欄
中
「
並
び
に
香
取
郡
神
崎
町
」
を
「
、
香
取
郡
神
崎
町
」
に
改
め
、「
東
庄

町
」
の
下
に
「
並
び
に
山
武
郡
横
芝
光
町
」
を
加
え
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　

第
一
条
中
別
表
第
三
十
五
号
の
五
の
改
正
規
定　

公
布
の
日

二　

第
一
条
中
別
表
第
一
号
の
四
、
第
二
十
号
の
二
、
第
二
十
一
号
及
び
第
六
十
号
か
ら
第
六
十
二
号

ま
で
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
か
ら
附
則
第
四
項
ま
で
の
規
定　

令
和
二
年
四
月
一
日

三　

第
一
条
中
別
表
第
一
号
の
二
の
改
正
規
定
及
び
附
則
第
五
項
の
規
定　

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日

四　

第
一
条
中
別
表
第
二
十
二
号
の
改
正
規
定　

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全

性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行

の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

五　

第
二
条
及
び
附
則
第
六
項
の
規
定　

令
和
二
年
十
月
一
日

（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
第
一
条
の
規
定
（
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）
に
よ
る
改

正
後
の
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別
表
第
一
号
の
四
上
欄
に

掲
げ
る
事
務
に
係
る
千
葉
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
八
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
及
び
同
表

第
六
十
号
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
三
十
六
年
千
葉
県
条
例
第

三
十
九
号
）（
以
下
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分

そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
に
お
い
て
は
成
田
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な

る
事
務
に
係
る
も
の
は
、
施
行
日
以
後
に
お
け
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

成
田
市
長
の
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

３　

施
行
日
前
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の

行
為
（
施
行
日
前
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
報
告
で
、
施
行
日
前
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。）
に
係
る
事
務
で
、
施
行
日
以
後
に

お
い
て
は
成
田
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定

（
附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
に
限
る
。）
に
よ
る
改
正
後
の
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属

す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執

行
す
る
。

４　

前
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
は
、
当
該
処
分
そ
の
他
の
行
為
後
に
お
け
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
成
田
市
長
の
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
と
み
な

す
。

５　

附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
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に
限
る
。）
に
よ
る
改
正
後
の
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別

表
第
一
号
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
法
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
令
」
と
い
う
。）
の

規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
同
日
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
知
事
に

対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
提
出
で
、
同
日
前
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。）
に
係
る

事
務
で
、
同
日
以
後
に
お
い
て
は
匝
瑳
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
条
例
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
。

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

６　

附
則
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
千
葉
県
知

事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別
表
第
一
号
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係

る
法
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
令
」
と
い
う
。）
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申

請
そ
の
他
の
行
為 

（
同
日
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
提
出

で
、
同
日
前
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。）
に
係
る
事
務
で
、
同
日
以
後
に
お
い
て
は
山
武
郡

横
芝
光
町
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
第
二
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
。
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議
案
第
五
十
二
号

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条　

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
毒
物

劇
物
製
造
業
又
は
輸
入
業
登
録
申
請
手
数
料
の
目
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

毒
物
劇
物
製
造

業
、
輸
入
業
又

は
販
売
業
登
録

申
請
手
数
料

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業

又
は
輸
入
業
の
登
録
の
申
請

に
対
す
る
審
査

一
件
に
つ

き

三
万
九
百
円

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
毒
物
又
は
劇
物
の
販
売
業

の
登
録
の
申
請
に
対
す
る
審

査

一
件
に
つ

き

一
万
六
千
九

百
円

別
表
第
一
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
毒
物

劇
物
販
売
業
登
録
申
請
手
数
料
の
目
を
削
り
、
同
項
毒
物
劇
物
製
造
業
又
は
輸
入
業
登
録
更
新
申
請
手

数
料
の
目
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

毒
物
劇
物
製
造

業
、
輸
入
業
又

は
販
売
業
登
録

更
新
申
請
手
数

料

第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業

又
は
輸
入
業
の
登
録
の
更
新

の
申
請
に
対
す
る
審
査

一
件
に
つ

き

一
万
九
百
円

第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
毒
物
又
は
劇
物
の
販
売
業

の
登
録
の
更
新
の
申
請
に
対

す
る
審
査

一
件
に
つ

き

七
千
四
百
円

別
表
第
一
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
毒
物

劇
物
販
売
業
登
録
更
新
申
請
手
数
料
の
目
を
削
り
、
同
項
毒
物
劇
物
製
造
業
又
は
輸
入
業
登
録
変
更
申
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請
手
数
料
の
目
中
「（
製
剤
製
造
業
者
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
」
を
削
り
、
同
目
第
九
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
毒
物
又
は
劇
物
の
製
造
業
又
は
輸
入
業
の
登
録
の

変
更
の
申
請
に
係
る
経
由
の
節
を
削
り
、
同
表
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第

二
百
六
十
一
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
毒
物
劇
物
販
売
業
登
録
票
書
換
え
交
付
手
数
料
の
目
中
「
毒
物

劇
物
販
売
業
登
録
票
書
換
え
交
付
手
数
料
」
を
「
毒
物
劇
物
製
造
業
、
輸
入
業
又
は
販
売
業
登
録
票
書

換
え
交
付
手
数
料
」
に
改
め
、「
劇
物
の
」
の
下
に
「
製
造
業
、
輸
入
業
又
は
」
を
加
え
、
同
項
毒
物

劇
物
販
売
業
登
録
票
再
交
付
手
数
料
の
目
中
「
毒
物
劇
物
販
売
業
登
録
票
再
交
付
手
数
料
」
を
「
毒
物

劇
物
製
造
業
、
輸
入
業
又
は
販
売
業
登
録
票
再
交
付
手
数
料
」
に
改
め
、「
劇
物
の
」
の
下
に
「
製
造

業
、
輸
入
業
又
は
」
を
加
え
、
同
表
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
に

基
づ
く
も
の
の
項
中
「
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
、
同
項
覚
せ
い
剤
施
用
機

関
指
定
申
請
手
数
料
の
目
中
「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
指
定
申
請
手
数
料
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
指
定

申
請
手
数
料
」
に
、「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
の
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
の
」
に
改
め
、
同
項
覚
せ
い

剤
研
究
者
指
定
申
請
手
数
料
の
目
中
「
覚
せ
い
剤
研
究
者
指
定
申
請
手
数
料
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
指

定
申
請
手
数
料
」
に
、「
覚
せ
い
剤
研
究
者
の
」
を
「
覚
醒
剤
研
究
者
の
」
に
改
め
、
同
項
覚
せ
い
剤

製
造
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
出
業
者
又
は
覚
せ
い
剤
原
料
製
造
業
者
指

定
申
請
手
数
料
の
目
中
「
覚
せ
い
剤
製
造
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
出
業

者
又
は
覚
せ
い
剤
原
料
製
造
業
者
指
定
申
請
手
数
料
」
を
「
覚
醒
剤
製
造
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業

者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
出
業
者
又
は
覚
醒
剤
原
料
製
造
業
者
指
定
申
請
手
数
料
」
に
、「
覚
せ
い
剤
製
造

業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
出
業
者
又
は
覚
せ
い
剤
原
料
製
造
業
者
の
」
を

「
覚
醒
剤
製
造
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
出
業
者
又
は
覚
醒
剤
原
料
製
造
業
者

の
」
に
改
め
、
同
項
指
定
証
再
交
付
申
請
手
数
料
の
目
中
「
覚
せ
い
剤
製
造
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸

入
業
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
輸
出
業
者
又
は
覚
せ
い
剤
原
料
製
造
業
者
の
指
定
証
の
再
交
付
」
を
「
覚
醒

剤
製
造
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
入
業
者
、
覚
醒
剤
原
料
輸
出
業
者
又
は
覚
醒
剤
原
料
製
造
業
者
の
指
定

証
の
再
交
付
の
申
請
」
に
、「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
、
覚
せ
い
剤
研
究
者
、
覚
せ
い
剤
原
料
取
扱
者
又

は
覚
せ
い
剤
原
料
研
究
者
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
、
覚
醒
剤
研
究
者
、
覚
醒
剤
原
料
取
扱
者
又
は
覚

醒
剤
原
料
研
究
者
」
に
改
め
、
同
項
覚
せ
い
剤
原
料
取
扱
者
指
定
申
請
手
数
料
の
目
中
「
覚
せ
い
剤
原

料
取
扱
者
指
定
申
請
手
数
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
取
扱
者
指
定
申
請
手
数
料
」
に
、「
覚
せ
い
剤
原
料

取
扱
者
の
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
取
扱
者
の
」
に
改
め
、
同
項
覚
せ
い
剤
原
料
研
究
者
指
定
申
請
手
数
料

の
目
中
「
覚
せ
い
剤
原
料
研
究
者
指
定
申
請
手
数
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
研
究
者
指
定
申
請
手
数
料
」

に
、「
覚
せ
い
剤
原
料
研
究
者
の
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
研
究
者
の
」
に
改
め
、
同
表
食
品
衛
生
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
魚
介
類
せ
り
売
営
業
許
可
申
請
手
数
料
の
目

中
「
魚
介
類
せ
り
売
営
業
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
魚
介
類
競
り
売
り
営
業
許
可
申
請
手
数
料
」
に
、

「
魚
介
類
せ
り
売
営
業
の
」
を
「
魚
介
類
競
り
売
り
営
業
の
」
に
改
め
、
同
項
魚
肉
ね
り
製
品
製
造
業
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許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
魚
肉
ね
り
製
品
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
魚
肉
練
り
製
品
製
造
業
許

可
申
請
手
数
料
」
に
、「
魚
肉
ね
り
製
品
製
造
業
の
」
を
「
魚
肉
練
り
製
品
製
造
業
の
」
に
改
め
、
同

項
マ
ー
ガ
リ
ン
又
は
シ
ヨ
ー
ト
ニ
ン
グ
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
マ
ー
ガ
リ
ン
又
は
シ
ヨ
ー
ト

ニ
ン
グ
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
マ
ー
ガ
リ
ン
又
は
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
製
造
業
許
可
申
請
手
数

料
」
に
、「
シ
ヨ
ー
ト
ニ
ン
グ
製
造
業
の
」
を
「
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
製
造
業
の
」
に
改
め
、
同
項
醤し
よ
う

油

製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
醤
し
よ
う

油
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
し
ょ
う
ゆ
製
造
業
許
可
申
請

手
数
料
」
に
、「
醤
し
よ
う

油
製
造
業
の
」
を
「
し
ょ
う
ゆ
製
造
業
の
」
に
改
め
、
同
項
納な
つ

豆
製
造
業
許
可
申

請
手
数
料
の
目
中
「
納な
つ

豆
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
納
豆
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
」
に
、「
納な
つ

豆
製
造
業
の
」
を
「
納
豆
製
造
業
の
」
に
改
め
、
同
項
め
ん
類
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
め
ん

類
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
」
を
「
麺
類
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
」
に
、「
め
ん
類
製
造
業
の
」
を

「
麺
類
製
造
業
の
」
に
改
め
、
同
表
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第

百
五
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
審
査
」
の

下
に
「（
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政

令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
令
和
元
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
（
同
条

第
四
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
九
号
）
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
同
法
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
第
二
十
六
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
申

請
に
対
す
る
審
査
を
含
む
。）」
を
加
え
、
同
表
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
容
器
検
査
又
は
容
器
再
検
査
手
数
料
の
目
中
「
又
は
圧
縮
天
然
ガ
ス
自
動
車

燃
料
装
置
用
容
器
」
を
「
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
又
は
圧
縮
水
素
自
動
車
燃
料
装

置
用
容
器
」
に
、「
若
し
く
は
圧
縮
天
然
ガ
ス
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
」
を
「
、
圧
縮
天
然
ガ
ス
自

動
車
燃
料
装
置
用
容
器
若
し
く
は
圧
縮
水
素
自
動
車
燃
料
装
置
用
容
器
」
に
改
め
、
同
表
都
市
の
低
炭

素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
摘
要
第
六

号
中
「
表
」
の
下
に
「
又
は
第
六
号
若
し
く
は
前
号
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
の
摘
要
第
八
号
と
し
、

同
項
の
摘
要
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六�　

共
同
住
宅
等
（
住
戸
の
部
分
の
み
を
認
定
の
申
請
の
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。）
又
は
複

合
建
築
物
（
住
戸
の
部
分
の
み
を
認
定
の
申
請
の
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
係
る
低
炭

素
建
築
物
新
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
の
額
は
、
建
築
物
の
延
べ
面
積
か
ら
共
用
部
の
面
積

を
除
い
た
面
積
を
審
査
の
対
象
と
す
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
表
に
定
め
る
額
か
ら
共
用
部
認
定

費
相
当
額
Ａ
又
は
共
用
部
認
定
費
相
当
額
Ｂ
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

七�　

共
同
住
宅
等
（
住
戸
の
部
分
の
み
を
認
定
の
申
請
の
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。）
又
は
複

合
建
築
物
（
住
戸
の
部
分
の
み
を
認
定
の
申
請
の
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
係
る
低
炭

素
建
築
物
新
築
等
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料
の
額
は
、
当
該
建
築
物
に
つ
い
て
前
号
の
規
定
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に
よ
り
算
定
し
た
低
炭
素
建
築
物
新
築
等
計
画
認
定
申
請
手
数
料
の
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て

得
た
額
と
す
る
。

別
表
第
一
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
も
の
の
項
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
認
定
申
請
手
数
料
の
目
中

「

仕

建
築

「

モ

建
築

様基準による場合

物
の

延
べ

面
積

が
二

百
平

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

も
の

を

デル住宅基準及び 仕様基準による場合

物
の

延
べ

面
積

が
二

百
平

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

も
の

に
、

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
二

百
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
の

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
二

百
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
の

も
の

」

も
の

」

「

仕

建
築

「

モ

建
築

様基準によ

物
の

延
べ

面
積

が
三

百
平

デル共同住

物
の

延
べ

面
積

が
三

百
平
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る場合

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

も
の

宅基準及び仕様基準による場合

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

も
の

に
改
め
、
同
項
の
摘
要
第
九
号
中
「
第
四
号
、
第
五
号
、
第

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
三

百
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
二

千
平

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

も
の

を

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
三

百
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
二

千
平

方
メ

ー
ト

ル
未

満
の

も
の

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
二

千
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
五

千
平

方
メ

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
二

千
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
五

千
平

方
メ
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ー
ト

ル
未

満
の

も
の

ー
ト

ル
未

満
の

も
の

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
五

千
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
の

建
築

物
の

延
べ

面
積

が
五

千
平

方
メ

ー
ト

ル
以

上
の

も
の

」

も
の

」

七
号
」
を
「
第
六
号
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
十
号
、
第
十
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
の
摘
要
第

十
四
号
と
し
、
同
項
の
摘
要
第
八
号
中
「
第
四
号
若
し
く
は
第
五
号
」
を
「
第
六
号
、
第
七
号
、
第
九

号
若
し
く
は
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
の
摘
要
第
十
三
号
と
し
、
同
項
の
摘
要
第
七
号
中
「
第

四
号
」
を
「
第
六
号
若
し
く
は
第
九
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
の
摘
要
第
十
二
号
と
し
、
同
項
の
摘

要
第
六
号
を
同
項
の
摘
要
第
十
一
号
と
し
、
同
項
の
摘
要
第
五
号
中
「
摘
要
の
四
」
を
「
前
号
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
の
摘
要
第
十
号
と
し
、
同
項
の
摘
要
第
四
号
を
同
項
の
摘
要
第
九
号
と
し
、
同
項
の

摘
要
第
三
号
中
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
⑵
及
び
ロ
⑵
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
⑶
及
び

ロ
⑶
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
の
摘
要
第
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

六�　

共
同
住
宅
等
（
住
戸
の
部
分
の
み
を
認
定
の
申
請
の
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
係
る

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
認
定
申
請
手
数
料
の
額
は
、
建
築
物
の
延
べ
面
積
か

ら
共
用
部
分
の
面
積
を
除
い
た
面
積
を
審
査
の
対
象
と
す
る
と
き
は
、
建
築
物
の
延
べ
面
積
か

ら
共
用
部
分
の
面
積
を
除
い
た
面
積
を
建
築
物
の
延
べ
面
積
と
み
な
し
て
算
定
し
た
手
数
料
の

額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

七�　

共
同
住
宅
等
（
住
戸
の
部
分
の
み
を
認
定
の
申
請
の
対
象
と
す
る
も
の
を
除
く
。）
に
係
る

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
変
更
認
定
申
請
手
数
料
の
額
は
、
当
該
建
築
物
に
つ

い
て
前
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
認
定
申
請
手
数

料
の
額
に
相
当
す
る
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

八�　

共
同
住
宅
等
に
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
認
定
申
請
手
数
料
の
額
は
、
建
築
物
の
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延
べ
面
積
か
ら
共
用
部
分
の
面
積
を
除
い
た
面
積
を
審
査
の
対
象
と
す
る
と
き
は
、
建
築
物
の

延
べ
面
積
か
ら
共
用
部
分
の
面
積
を
除
い
た
面
積
を
建
築
物
の
延
べ
面
積
と
み
な
し
て
算
定
し

た
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

別
表
第
一
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
摘
要
第

二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三�　

モ
デ
ル
住
宅
基
準
と
は
、
省
令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
⑵
ⅰ
及
び
ロ
⑵
に
定
め
る
基
準
を

い
う
。

四�　

モ
デ
ル
共
同
住
宅
基
準
と
は
、
省
令
第
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
⑵
ⅱ
及
び
ロ
⑵
に
定
め
る
基

準
を
い
う
。

別
表
第
一
古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
中
「
第
七
条
第
四

項
」
を
「
第
七
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
条　

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
に
基
づ
く
も

の
の
項
特
定
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
の
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「（
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令

（
令
和
元
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律

第
三
十
九
号
）
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
第
二
十
六
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
申
請
に
対
す
る
審
査
を
含
む
。）」
を
削
り
、

同
表
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す

る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
元

年
法
律
第
三
十

九
号
）
附
則
第

四
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
な

お
そ
の
効
力
を

有
す
る
こ
と
と

さ
れ
る
同
法
第

特
定
動
物
の
飼

養
又
は
保
管
の

変
更
の
許
可
申

請
手
数
料

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
特
定
動
物
の
飼

養
又
は
保
管
の
変
更
の
許

可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

一
件
に
つ

き

一
万
二
千
円

特
定
動
物
の
飼

養
又
は
保
管
の

許
可
証
再
交
付

手
数
料

一
件
に
つ

き

千

円



16議案第52号　使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について

一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の

動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す

る
法
律
に
基
づ

く
も
の

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一　

第
一
条
中
別
表
第
一
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
三
百
三
号
）
に
基
づ
く
も

の
の
項
の
改
正
規
定
、
同
表
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
六
十
一

号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
改
正
規
定
、
同
表
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四

号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
改
正
規
定
及
び
同
表
古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
号
）

に
基
づ
く
も
の
の
項
の
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定　

令
和
二
年
四
月
一
日

二　

第
一
条
中
別
表
第
一
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
に
基
づ
く
も
の
の

項
の
改
正
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定　

令
和
二
年
六
月
一
日

三　

第
一
条
中
別
表
第
一
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
に
基
づ
く
も

の
の
項
の
改
正
規
定　

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の

公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

（
経
過
措
置
）

２　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関

す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
六
号
）
附
則
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ

と
と
さ
れ
る
手
数
料
を
納
付
す
べ
き
者
が
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
前
の
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別
表
第
一
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
三
百
三
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
で
あ
っ
た
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



17議案第53号　千葉県恩給条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
三
号

千
葉
県
恩
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
恩
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
恩
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
恩
給
条
例
（
昭
和
二
十
三
年
千
葉
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
中
断
及
び
停
止
」
を
「
更
新
及
び
完
成
猶
予
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



18議案第54号　議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
四
号

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
千
葉
県
条

例
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五　

給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員　

法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
平
均
給
与
額
の
例
に
よ
り
実
施
機
関

が
知
事
と
協
議
し
て
定
め
る
額

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
五
号

の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
発
生
し
た
事
故
に
起
因
す
る
公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に

よ
る
災
害
に
係
る
補
償
に
つ
い
て
適
用
す
る
。



19議案第55号　千葉県歯・口腔の健康づくり推進条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
五
号

千
葉
県
歯
・
口
腔く
う

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

千
葉
県
歯
・
口
腔く
う

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
歯
・
口
腔く
う

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
歯
・
口
腔く
う

の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
（
平
成
二
十
二
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
保
持
増
進
」
の
下
に
「
及
び
健
康
寿
命
の
延
伸
」
を
加
え
る
。

第
二
条
中
「
糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
」
を
削
り
、「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
改
め
、「
日
常
生

活
に
お
い
て
」
の
下
に
「
歯
・
口
腔く
う

の
疾
患
を
予
防
し
、
早
期
に
発
見
し
、
及
び
早
期
に
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、」
を
加
え
、「
取
り
組
む
」
を
「
取
り
組
み
、
口
腔く
う

機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
」
に
、

「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
市
町
村
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
中
「
市
町
村
」
の
下
に
「
並
び
に

歯
・
口
腔く
う

の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
行
う
教
育
関
係
団
体
及
び
保
健
医
療
福
祉
関
係
団
体
」
を
加

え
る
。

第
五
条
中
「
協
力
す
る
」
の
下
に
「
と
と
も
に
、
良
質
か
つ
適
切
な
歯
・
口
腔く
う

の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
中
第
八
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
四
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
四

号
中
「
と
す
る
者
」
の
下
に
「
、
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
六
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七　

が
ん
、
糖
尿
病
そ
の
他
の
疾
患
を
有
す
る
者
の
口
腔く
う

機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
歯
科
医
療

と
医
療
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
体
制
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

八　

マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
の
使
用
に
関
す
る
普
及
啓
発
そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
っ
て
生
じ
る
歯
・
口
腔く
う

、

顎
等
の
外
傷
、
障
害
等
の
防
止
及
び
こ
れ
ら
の
軽
減
の
た
め
の
安
全
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
中
第
三
号
を
第
五
号
と
し
、
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

二　

む
し
歯
、
歯
周
病
、
口
腔く
う

が
ん
そ
の
他
の
歯
・
口
腔く
う

の
疾
患
の
予
防
、
早
期
発
見
及
び
早
期
治
療

の
た
め
の
か
か
り
つ
け
歯
科
医
に
よ
る
定
期
的
な
歯
科
健
診
及
び
歯
科
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
に

つ
い
て
の
普
及
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

くう



20議案第55号　千葉県歯・口腔の健康づくり推進条例の一部を改正する条例の制定について

三　

八
○
二
○
運
動
（
八
十
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
保
つ
こ
と
を
目
指
し
た
運
動
を

い
う
。）
に
関
す
る
取
組
の
推
進
、
八
○
二
九
運
動
（
八
十
歳
に
な
っ
て
も
肉
類
を
は
じ
め
と
し
た

良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
食
品
を
摂
取
す
る
こ
と
を
推
奨
し
、
介
護
を
必
要
と
し
な
い
高
齢
者
を

増
や
し
て
い
く
た
め
の
運
動
を
い
う
。）
の
普
及
啓
発
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
（
加
齢
に
伴
っ

て
口
腔く
う

機
能
が
心
身
の
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
虚
弱
な
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
、
当
該
状
態

を
早
期
に
把
握
し
、
及
び
改
善
す
る
た
め
の
取
組
を
い
う
。）
の
推
進
そ
の
他
年
齢
に
応
じ
た
歯
・

口
腔く
う

の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の

一
条
を
加
え
る
。

（
保
護
者
の
役
割
）

第
八
条　

父
母
そ
の
他
の
保
護
者
は
、
そ
の
保
護
す
る
子
ど
も
の
歯
・
口
腔く
う

の
疾
患
の
予
防
、
早
期
発
見

及
び
早
期
治
療
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
そ
の
他
の
子
ど
も
の
歯
・
口
腔く
う

の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

む
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

くう



21議案第56号　幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
六
号

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
平
成
二
十
六
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
の
表
の
備
考
第
一
号
中
「
第
十
二
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
十
二
条
の
五
第
五
項
」
に

改
め
る
。

附
則
第
三
条
中
「
五
年
間
」
を
「
十
年
間
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
第
三
項
の
表
の
備
考
第
一
号

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



22議案第57号　千葉県保健師等修学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
七
号

千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
見
出
し
を
「（
貸
付
期
間
等
）」
に
改
め
、
同
条
中
「
修
学
資
金
は
」
を
「
修
学
資
金
の
貸

付
期
間
は
」
に
、「
修
了
す
る
月
ま
で
」
を
「
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
と
し
」
に
改
め

る
。第

八
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一　

貸
付
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。

第
八
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三　

次
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
前
に
、
死
亡
し
、

又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
債
務
の
免
除
（
同
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
、
第
二

項
第
一
号
又
は
第
三
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
第
十
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
と
き
。

第
八
条
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
、
二
百
床
未
満
の
病
院
等
」
を
「
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

二
百
五
号
）
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
た
病
床
が
二
百
床
未
満
の
病
院
そ
の
他
の
規
則
で
定
め

る
施
設
（
以
下
「
二
百
床
未
満
の
病
院
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
一
年
」
を
「
一

年
三
月
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
、
訪
問
看
護
事
業
所
等
」
を
「
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律

第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
者
が
当
該
指
定
に
係
る
同
法

第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
訪
問
看
護
を
行
う
事
業
に

限
る
。）
を
行
う
事
業
所
そ
の
他
の
規
則
で
定
め
る
事
業
所
及
び
施
設
（
以
下
「
訪
問
看
護
事
業
所
等
」

と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
た
だ
し
書
及
び
第
三
項
第
一
号
た
だ
し
書
中
「
一
年
」
を

「
一
年
三
月
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四　

前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
と
見
込
ま
れ
る
と



23議案第57号　千葉県保健師等修学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定について

き
。

第
十
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
規
定
に
よ
り
貸
付
け
を
決
定
さ
れ
た
者
の
当
該

決
定
に
係
る
修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
千
葉
県
保
健
師
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



24議案第58号　千葉県理学療法士等修学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
八
号

千
葉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
（
昭
和
五
十
八
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
修
学
資
金
は
」
を
「
修
学
資
金
の
貸
付
期
間
は
」
に
、「
修
了
す
る
月
ま
で
」
を
「
経
過

す
る
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
期
間
と
し
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、「
生
じ
た
と
き
」
の
下
に
「（
や
む
を
得
な
い
事

由
が
あ
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、
第
二
号
を
削
り
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と

し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一　

貸
付
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。

第
七
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三　

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
前
に
、
死
亡
し
、
又
は
同
項
の
規
定

に
よ
る
返
還
の
債
務
の
免
除
（
同
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
第
九
条
第
二
号
に
お
い
て

同
じ
。）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
と
き
。

第
七
条
第
四
号
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
）、
直
ち
に
、」
を

「
）、」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
三
月
」
を
「
一
年
三
月
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
一
に
」

を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
三
月
」
を
「
一
年
三
月
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二　

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
る
と
見
込
ま
れ
る
と
き
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
千
葉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
規
定
に
よ
り
貸
付
け
を
決
定
さ
れ
た
者
の

当
該
決
定
に
係
る
修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
千
葉
県
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
貸
付
条
例
の



25議案第58号　千葉県理学療法士等修学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定について

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



26議案第59号　千葉県医師修学資金貸付条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
五
十
九
号

千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
医
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
（
平
成
二
十
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「（
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
者
に
限
る
。）」
を

削
る
。

附
則
第
二
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
公
布

の
日
か
ら
施
行
す
る
。



27議案第60号　千葉県薬物の濫用の防止に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
号

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
千
葉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
覚
せ
い

0

0

剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
、「
覚
せ
い
剤
及
び
」
を
「
覚
醒

剤
及
び
」
に
、「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い

ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。



28議案第61号　ふぐの取扱い等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
一
号

ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
三
号
た
だ
し
書
及
び
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
五
十
五

条
第
一
項
」
に
、「
魚
介
類
せ
り
売
営
業
」
を
「
魚
介
類
競
り
売
り
営
業
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
三
号
た
だ
し
書
及
び
第
三

条
第
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
（「
魚
介
類
せ
り
売
営
業
」
を
「
魚
介
類
競
り
売
り
営
業
」
に
改
め
る

部
分
に
限
る
。）
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



29議案第62号　食品衛生法施行条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
二
号

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

食
品
衛
生
法
施
行
条
例
（
平
成
十
二
年
千
葉
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
一
条
並
び
に
」
を
「
第
五
十
一
条
及
び
」
に
改
め
、「
、

公
衆
衛
生
上
講
ず
べ
き
措
置
の
基
準
」
を
削
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
中
「
別
表
第
三
」
を
「
別
表
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
削
る
。

別
表
第
三
中
「
第
三
条
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

食
品
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
六
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）

第
五
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
公
衆
衛
生
上
必
要
な
措
置
に
関
す
る
基
準
は
、
改
正
法
附
則
第
五

条
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。



30議案第63号　千葉県動物の愛護及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
三
号

千
葉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
本
文
」
を
「
第
二
十
五
条
の
二
本
文
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
五
号
中
「
た
め
、」
の
下
に
「
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
又
は
」
を
加
え
、「
記
載
し
、
又
は
記

録
し
た
首
輪
、
名
札
又
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
」
を
「
記
載
し
た
首
輪
若
し
く
は
名
札
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め

る
。第

二
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
動
物
愛
護
管
理
員
）

第
二
十
六
条　

知
事
は
、
前
条
第
一
項
又
は
法
第
二
十
四
条
第
一
項
（
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
に
お

い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
、
法
第
二
十
五
条
第
五

項
若
し
く
は
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
そ
の
他
の
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
事
務
並
び
に
法
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
の
事
務
を
行
わ
せ
る
た
め
、
動
物
愛
護
管
理
員
を
置
く
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
一
条
第
五
号
及
び
第
十
四
条

第
二
項
第
一
号
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

知
事
は
、
改
正
後
の
千
葉
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
動
物

愛
護
管
理
員
に
、
同
条
に
規
定
す
る
事
務
の
ほ
か
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
九
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
同
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
行
わ
せ
る

も
の
と
す
る
。



31議案第64号　千葉県浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
四
号

千
葉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定

す
る
。令

和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

千
葉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
年
千
葉
県
条
例
第
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４　

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
は
、
そ
の
登
録
に
係
る
第
三
条
第
二
項
の
期
間
ご
と
に
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
置
く
浄
化
槽
管
理
士
に
対
し
、
規
則
で
定
め
る
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
改
正
前
の
千
葉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例

第
三
条
第
一
項
の
登
録
（
同
条
第
二
項
の
登
録
の
更
新
を
含
む
。）
を
受
け
た
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者

（
同
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
更
新
を
受
け
た
登
録
に
係
る
同
条

第
二
項
の
期
間
の
起
算
日
が
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以
前
で
あ
る
も
の
を
含
む
。）
で
あ
っ
て
、
こ

の
条
例
の
施
行
の
日
に
お
い
て
引
き
続
き
当
該
登
録
に
基
づ
き
浄
化
槽
保
守
点
検
業
を
営
ん
で
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
当
該
登
録
に
係
る
同
条
第
二
項
の
期
間
が
満
了
す
る
ま

で
の
間
、
改
正
後
の
千
葉
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
四
項
の
規
定

は
、
適
用
し
な
い
。



32議案第65号　千葉県地域環境保全基金条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
五
号

千
葉
県
地
域
環
境
保
全
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
地
域
環
境
保
全
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
地
域
環
境
保
全
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
地
域
環
境
保
全
基
金
条
例
（
平
成
二
年
千
葉
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
た
だ
し
書
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



33議案第66号　千葉県特定自動車部品のヤード内保管等の適正化に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
六
号

千
葉
県
特
定
自
動
車
部
品
の
ヤ
ー
ド
内
保
管
等
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
特
定
自
動
車
部
品
の
ヤ
ー
ド
内
保
管
等
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
特
定
自
動
車
部
品
の
ヤ
ー
ド
内
保
管
等
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
特
定
自
動
車
部
品
の
ヤ
ー
ド
内
保
管
等
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年
千
葉
県
条

例
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
自
動
車
分
解
整
備
事
業
者
」
を
「
自
動
車
特
定
整
備
事
業
者
」
に
、「
分
解
整

備
（
」
を
「
特
定
整
備
（
」
に
、「
分
解
整
備
を
」
を
「
特
定
整
備
を
」
に
、「
分
解
整
備
に
」
を
「
特

定
整
備
に
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
道
路
運
送
車
両
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
四
号
）
の
施
行
の

日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。



34議案第67号　千葉県青少年健全育成条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
七
号

千
葉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
提
供
を
求
め
る
行
為
の
禁
止
）

第
十
九
条
の
四　

何
人
も
、
青
少
年
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一　

青
少
年
に
拒
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
青
少
年
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
等
（
児
童
買
春
、
児

童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年

法
律
第
五
十
二
号
）
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
児
童
ポ
ル
ノ
又
は
同
法
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す

る
電
磁
的
記
録
そ
の
他
の
記
録
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
提
供
を
行
う
よ
う
に

求
め
る
こ
と
。

二　

青
少
年
を
威
迫
し
、
欺
き
、
若
し
く
は
困
惑
さ
せ
、
又
は
青
少
年
に
対
し
対
償
を
供
与
し
、
若
し

く
は
そ
の
供
与
の
約
束
を
す
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
青
少
年
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
提
供
を
行
う

よ
う
に
求
め
る
こ
と
。

三　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
青
少
年
に
係
る
児
童
ポ
ル
ノ
等
の
提
供
を
行
う
よ
う
に
求

め
る
こ
と
。

第
二
十
八
条
第
四
項
第
三
号
中
「
第
十
九
条
の
三
」
の
下
に
「
、
第
十
九
条
の
四
（
第
三
号
に
係
る
部

分
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



35議案第68号　特定非営利活動促進法施行条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
八
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
条
例
（
平
成
十
年
千
葉
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
四
条
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、「
第
三
条
か
ら
第
五
条
」
を
「
第
六
条
か
ら
第
八

条
」
に
、「
行
わ
せ
、
又
は
行
う
場
合
に
つ
い
て
」
を
「
行
う
場
合
に
関
し
必
要
な
事
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



36議案第69号　印旛沼土地改良施設管理条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
六
十
九
号

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

印
旛
沼
土
地
改
良
施
設
管
理
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
の
表
酒
々
井
揚
水
機
場
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

宗
吾
西
揚
排
水
機
場

第
四
条
中
「
及
び
宗
吾
北
揚
排
水
機
場
」
を
「
、
宗
吾
北
揚
排
水
機
場
及
び
宗
吾
西
揚
排
水
機
場
」
に

改
め
る
。

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
委
任
）

第
五
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条

の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



37議案第70号　千葉県漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
七
十
号

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
漁
港
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
二
条
第
三
項
中
「
一
月
（
工
作
物
の
設
置
を
目
的
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
三
年
）」
を
「
十

年
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
電
柱
、
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
の
恒
久
的
な
施
設
を
設
け
る
た
め

に
使
用
す
る
場
合
、
そ
の
他
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



38議案第71号　千葉県学校職員定数条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
七
十
一
号

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
学
校
職
員
定
数
条
例
（
平
成
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
号
中
「
一
一
、
五
四
八
人
」
を
「
一
一
、
五
四
二
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二

五
、
五
八
四
人
」
を
「
二
五
、
五
二
九
人
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



39議案第72号　千葉県警察基本条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
七
十
二
号

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
二
定
員
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

定　
　
　
　
　
　

員
二
六
六
人

六
二
〇
人

六
、五
九
三
人

三
、三
七
一
人

一
〇
、八
五
〇
人

一
、二
二
六
人

一
二
、〇
七
六
人

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



40議案第73号　公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議
案
第
七
十
三
号

公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。

令
和
二
年
二
月
十
三
日
提
出

千
葉
県
知
事　

鈴

木

栄

治

公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

公
衆
に
著
し
く
迷
惑
を
か
け
る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
千
葉
県

条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一

条
を
加
え
る
。

（
卑
わ
い
な
行
為
の
禁
止
）

第
三
条
の
二　

何
人
も
、
み
だ
り
に
、
人
を
著
し
く
羞
恥
さ
せ
、
又
は
人
に
不
安
を
覚
え
さ
せ
る
よ
う
な

行
為
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一　

次
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
所
又
は
乗
物
に
お
い
て
、
人
の
通
常
衣
服
で
隠
さ
れ
て
い
る
下
着
又

は
身
体
を
、
写
真
機
そ
の
他
の
機
器
（
衣
服
を
透
か
し
た
状
態
を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を

含
む
。
以
下
「
写
真
機
等
」
と
い
う
。）
を
用
い
て
撮
影
し
、
又
は
撮
影
す
る
目
的
で
写
真
機
等
を

差
し
向
け
、
若
し
く
は
設
置
す
る
こ
と
。

イ　

浴
場
、
更
衣
室
、
便
所
そ
の
他
の
人
が
通
常
衣
服
の
全
部
又
は
一
部
を
着
け
な
い
状
態
で
い
る

場
所
及
び
住
居

ロ　

公
共
の
場
所
（
イ
の
場
所
を
除
く
。）
又
は
公
共
の
乗
物

ハ　

学
校
、
事
務
所
そ
の
他
の
不
特
定
若
し
く
は
多
数
の
者
が
利
用
し
、
若
し
く
は
出
入
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
（
イ
及
び
ロ
の
場
所
を
除
く
。）
又
は
タ
ク
シ
ー
そ
の
他
の
不
特
定
若
し
く
は

多
数
の
者
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
乗
物
（
ロ
の
乗
物
を
除
く
。）

二　

公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
に
お
い
て
、
人
の
胸
部
、
臀で
ん

部
、
陰
部
、
大
腿
部
そ
の
他
の
身
体

の
一
部
に
直
接
又
は
衣
服
そ
の
他
の
身
に
着
け
る
物
の
上
か
ら
触
れ
る
こ
と
。

三　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
人
に
対
し
、
公
共
の
場
所
又
は
公
共
の
乗
物
に
お
い
て
、
卑
わ

い
な
言
動
を
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



41議案第73号　公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条例の一部を改正する条例の制定について

第
十
三
条　

第
三
条
の
二
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
違
反
し
て
下
着
又
は
身
体
を
撮

影
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２　

常
習
と
し
て
第
三
条
の
二
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
違
反
し
て
下
着
又
は
身
体

を
撮
影
し
た
者
は
、
二
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
す
る
。

一　

第
三
条
の
二
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
違
反
し
て
写
真
機
等
を
差
し
向
け
、

又
は
設
置
し
た
者

二　

第
三
条
の
二
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
違
反
し
た
者

三　

第
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

２　

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。

一　

常
習
と
し
て
第
三
条
の
二
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
違
反
し
て
写
真
機
等
を

差
し
向
け
、
又
は
設
置
し
た
者

二　

常
習
と
し
て
第
三
条
の
二
（
第
二
号
又
は
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
規
定
に
違
反
し
た

者
三　

常
習
と
し
て
第
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
十
五
条
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


